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ご注意 ・ 本書の内容及び本製品は、改良の為、将来予告なく変更させていただく場合がござい

ますのであらかじめ、ご了承下さい。 
 
 
お問い合わせについて ・ 本書の内容や動作について不明な点がございましたら、ご質問内容を

ＦＡＸにて、巻末の質問用紙（ＳＵＰＰＯＲＴ ＣＨＡＲＴ）に必要事項を記入してお
送りください。Ｅ－ｍａｉｌの場合は、巻末の質問用紙と同等の項目を書き添えてお送
りください。但し、添付のソースプログラムの内容や、お作りになった固有のプログラ
ムにつきましては勝手ながら、ご質問にお答えすることができませんので、予めご了承
下さい。 

E-mail: support@cybertek.jp
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1) はじめに 
 この度はフルカラービデオ信号用キャプチャボード・ＣＴ－３３０１をご購入頂き、誠に有難うご
ざいます。 
本製品は、３３ＭＨｚ・ＰＣＩバス上でバスマスターＤＭＡを介して、画像をパソコン本体のメモリ
にキャプチャする、入力専用ボードです。コンポジット（ＶＢＳ）またはＳ端子（Ｙ／Ｃ）からのビ
デオ信号をＬＵＴを通して入力します。 
 
 本書の前半は、ご使用に当たっての一般的な内容について書かれています。後半は主に、技術情報
や、本ボードを制御する為の情報が記述されています。添付ソフトウエアのファイルの一覧および来
歴はＲＥＡＤＭＥファイル(製品添付ﾃﾞｨｽｸ内のﾙｰﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)をご覧ください。添付ソフトウエアの出荷
バージョンは、VERSION.TXT(ﾙｰﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)内にテキスト形式で入力されております。 
また、Ｗｉｎｄｏｗｓ用の、プログラムの使用方法は README.TXT（WINDOWS ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ）に、ドライバー
やライブラリは、DRIVER.TXT、PROGRAM.TXT（WINDOWS¥SRC ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ）内にそれぞれ説明がございます。 
本ボードではＤＭＡ転送を使用していますが、ＤＭＡ転送では一切のメモリ保護機能は働きません。

転送アドレス等を誤ってプログラムすると、システムのクラッシュやハングアップ等を引き起こす場
合がありますので、ご使用前に本書をよくお読み頂き、本ボードを、十分にご活用頂ければ幸いです。 
 
 

1) - ① 本書は下記のマークを使用しています。 
 
特に気をつけていただきたい注意事項を示します。 
 
 
技術情報 ・・・ プログラミング等を行なう為のハードウエアの知識や解説を行なって
います。必要の無い場合はとばしてお読み下さい。 
 

 

1) - ② 本書で使用している用語 
★ Ｗｉｎｄｏｗｓ ･････ ･････ 本書では、Ｗｉｎｄｏｗｓ単独の表現は、特に断りがない限り、Ｗｉｎｄｏ

ｗｓ９８，ＭＥ，２０００，ＸＰ，Ｖｉｓｔａ及び将来のバージョン全てを含むことを意味します。 
★  ビデオ信号 ･･･････････････ 標準のビデオ信号（ 日本とアメリカ等で採用されているＮＴＳＣ標準テレ

ビ信号方式）は、１秒間に３０コマの画像によって構成されています。そしてこの１コマは１フレーム
と呼ばれ、２枚の画像から成り、それらはフィールドと呼ばれます。 各フィールドは第１、第２フィ
ールド 又は 奇数、偶数フィールドと呼ばれ、１つの光る点が左から右へ移動して１本の線となる、
２６２.５本の走査線で構成されます。 そして各フィールドの走査線の位置は、重ならず１本おきにな
っています。これを飛び越し走査 又は ２：１インターレースと呼ばれています。従って、１フレー
ム内の相隣り合う走査線は交互に（１／６０秒おきに）表示されますが、ＣＲＴの残光特性、人間の目
の残像特性に助けられ見かけ上１コマは、５２５本（２６２.５本の倍） の走査線がある１枚の画像と
して見る事ができます。以下に使用している用語は画像の標準方式（ＮＴＳＣ）とメモリー格納方式に
関するもので、本書独自の定義です。 
 ＥＶＥＮフィールド ･･････････････ 本書では走査線を０からカウントしているため、第１フィール
ドを指します。 

 ＯＤＤフィールド ････････････････ 本書では走査線を０からカウントしているため、第２フィール
ドを指します。 

 セパレートモード ････････････････ 上述の説明のようにＥＶＥＮとＯＤＤフィールドの時間差は
１／６０秒あります。従って、動く被写体をとらえた時、フィールド間のズレが問題になる場合に本
モードが有効です。 フィールド単位のメモリをリニアなアドレスで処理する事ができます。 ＥＶ
ＥＮフィールドは転送メモリの前半分に、ＯＤＤフィールドは後ろ半分に分かれて転送されます。 

 ミックスモード ･･････････････････ メモリ上のイメージは走査線の順（プログレッシブ）になるよ
うに転送されます。配置上は飛び越し走査を意識させませんが、合い隣り合う上下の画素間は１フィ
ールドの時間差があります。 
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2) インストールガイド 
 本製品を動作させる為には、パソコンやボードの動作環境の構築（コンフィギュレーション）を行
って、付属のディスクからデバイスドライバやデモプログラムをコピーする導入作業（インストール）
が必要です。 
以下は、ＣＴ－３３０１をスムーズに動作させていただく為のガイドです。下記の項目を順に実行し
て下さい。 
 

 
 
 
 

内 容 を 確 か め て 下 さ い  
 

リストの内容が全て揃っているかどうか確かめて下さい。 

 3)ＣＴ－３３０１内容リスト、ページ3 へ 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

ボ ー ド の 装 着  
 

ボードをパソコンのＰＣＩスロットに装着して、電源を投入して下さい。 

 4)ボードの装着とコンフィギュレーション、ページ 3へ 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

ソ フ ト ウ エ ア イ ン ス ト ー ル  
 

付属のディスクから、ご使用のＯＳ(Windows)のプログラムを、ハードディスクへ
インストールして下さい。 

 5) - ① Ｗｉｎｄｏｗｓへのインストール、ページ4 へ 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

ビデオ機器との接続 
 

 ビデオ入出力コネクターとビデオ機器間のケーブルを接続して下さい。 

 6)ビデオ機器との接続、ページ 5へ 

 
 
 

 
  

動 作 準 備 Ｏ Ｋ  
 

 

 

 
 
 
 

デモプログラムの実行 
 

 まず付属のデモプログラムを動作させて下さい 

 9) - ①Ｗｉｎｄｏｗｓソフトウエアの実行、ページ8へ 
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3) ＣＴ－３３０１内容リスト 
◎ＣＴ－３３０１ボード ･･････････････････････････････････････････  １枚 
◎保証書 、 ユーザー登録カード ･･････････････････････････････････ 各１枚 
◎ ＣＤ-ＲＯＭ（付属ソフトウエア、ユーザーズマニュアル）  ･････････  １枚 
◎ 外部トリガ用コネクタープラグ（含 圧着ピンｘ３）  ･･･････････････  １式 

 
   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ インストールガイドに戻る場合は、ページ2へ 

4) ボードの装着とコンフィギュレーション 
 本ボードはＰＣのリソースを、Ｉ／Ｏ空間に２８バイト、インタラプトラインを１本占有しますが、
これらのアドレスは、ＰＣＩ－ＢＩＯＳ（ﾊﾟｿｺﾝのｼｽﾃﾑ上に存在）がパソコンの立ち上げ時に自動的に
割付を行いますので、装着前に設定する要素は有りません。パソコンの電源断を、よく確かめて、Ｐ
ＣＩスロットにＣＴ－３３０１を装着して下さい。装着後、パソコンの電源を投入します。パソコン
が立ち上がれば、5)付属ソフトウエアのインストールを行ってください。 
 

  ● Ｗｉｎｄｏｗｓ（98,ME,2000,XP,Vista）ドライバのインストール 
 Ｗｉｎｄｏｗｓでは、ｃｔｄｖ３１．ｓｙｓドライバを（ｃｔｄｖ３１．ｉｎｆ情報ファイルを
元に）、製品付属のＣＤ-ＲＯＭ（またはＦＤ）からインストールします。本説明で使用する図は、
Ｗｉｎ－ＸＰの場合ですが（９８、ＭＥ、２０００、Ｖｉｓｔａでは表れ方や内容が若干異なる場
合があります）、ボードを最初にセットした立ち上げ時に現れる、“新しいハードウエアの検索ウ
ィザード” で、ＣＤ-ＲＯＭ（またはＦＤ）をセットしたドライブから正しくインストールされる
ように下記の手順に従って実行してください（Win98/ME では“ドライバ情報データベースを作成し
ています”のダイアログボックスが先に現れる場合があります）。また、下記の方法以外に、ダイ
アログボックス内で推奨されている方法でもインストールできます（但し、この方法では、検索に
時間が掛かる場合があります）。 
 

① 最初に表れる左図のダイアログボックスで
は、 
「一覧または特定の場所からインストールす
る(詳細)(S)」 
を選んで、［次へ］ボタンをクリックして下さ
い。 
（Vista では、オンライン検索の選択ダイアロ
グボックスが現れますが、“オンラインで検索
しません”を選択して、ディスクからインスト
ールを行ってください）。 

 
 

 
②次に 
「検索しないでインストールするドライバを
選択する(D)」 
を選んで、［次へ］ボタンをクリックして下さ
い。 
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③ 左図のダイアログボックスでは、 
「サウンド、ビデオ、およびゲームコントロー
ラ」を選択し、［次へ］ボタンをクリックしま
す。 
 
 
 
 
 
 

 
④左図のダイアログボックスでは、 
「ディスク使用」ボタンをクリックし、次に現れる
ダイアログボックス内で、製造元ファイルのコピー
元に「Ｄ：￥」(CD-ROM または FD のﾄﾞﾗｲﾌﾞ)を指定
して、［ＯＫ］ボタンをクリックし、［次へ］ボタ
ンをクリックします。 

 
 
 

 
⑤ インストールするデバイスドライバの表示
枠に 
「CT-3301 Full_Color Frame_Grabber」 
の表示があることを確認して［次へ］ボタンを
クリックします。 
インストールの途中で 
「････、Windows XP との互換性を検証する
Windows ロゴテストに合格していませ
ん。･･･」のダイアログボックスが表れますが、
無視して［続行］をクリックしてください（続

行することによって、システムの動作が損なわれたり、システムが不安定になることはありません）。 
（Vista では、“このドライバソフトウエアをインストールします(I)”をクリックします）。 
最後に、“CT-3301 Full_Color Frame-Grabber”のインストールが完了したことを知らせるダイア
ログボックスが現れますので、「完了」をクリックして下さい。 

 
［複数枚装着時の注意］ 
一台のＰＣに複数枚の CT-3301 ﾎﾞｰﾄﾞを装着される場合、同時に使用する他のﾊﾞｽﾏｽﾀｰ方式の PCI ﾎﾞ
ｰﾄﾞを含めた総転送容量が PCI ﾊﾞｽの能力を超えないようご注意下さい。因みに、フルレートでキャ
プチャした場合、 24 ﾋﾞｯﾄ／画素時は２８Ｍﾊﾞｲﾄ／秒、32 ﾋﾞｯﾄ／画素時は３７．３Ｍﾊﾞｲﾄ／秒がボ
ード１枚当りの最大転送量になります。一方、３３ＭＨｚＰＣＩバスの最大転送能力は１３２Ｍバ
イト／ｓｅｃですがＰＣの性能によってはこれ以下の数値になりますので、余裕を持たせて少なめ
の枚数に抑えて装着してください。ＰＣの能力を超えて実行した場合、画像の途中の複数の画素が
抜けて歪んだ画像がキャプチャされます（この状態ではボード上のＦＩＦＯがオーバーフローを起
こしインタラプトを発生していますので、ステータスを読み取ることで知ることができます）。 

5) 付属ソフトウエアのインストール 

5) - ① Ｗｉｎｄｏｗｓへのインストール 
添付ＣＤ-ＲＯＭがドライブにセットされている場合は、ドライブを右クリックして“セットアップ

(S)”を選択して実行するか、ＣＤ-ＲＯＭを再セットしてください。 
インストール先のドライブ、ディレクトリーを確認するセットアップのダイアログボックスが現れ

ますので、変更の必要が無ければ  ボタンをクリックしてセットアップを行って下さい。 
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Ｓ端子ビデオ入力コネクター 

トリガー入出力コネクター 

ＧＮＤ 

ＴＲＩＧ入出力 

コンポジットビデオ入力コネクター 

（Vista ではＣＤ-ＲＯＭを再セット時、“セットアップの実行”を選択する必要があります。また、”
認識できない発行元・・・・”のダイアログボックスが表示されますが、［続行］をクリックして進
めてください）。 
ＸＰ以前の Windows の場合、付属のディスクをドライブに挿入して、コントロールパネルの“プロ

グラムの追加と削除”をダブルクリックしてもインストールが行えます。“プログラムの追加”を選
択し“CD またはﾌﾛｯﾋﾟｰ(F)”ボタンをクリックし、“次へ”ボタンをクリックすると、挿入したドライ
ブの“SETUP.EXE”が表示されますので“完了”をクリックして下さい。次に、インストール先のドラ
イブ、ディレクトリーを確認するダイアログボックスが現れますので、変更の必要が無ければ 
ボタンをクリックして下さい。  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ インストールガイドに戻る場合は、ページ2へ 
 

5) - ② ＭＳＤＯＳへのインストール 
 ＭＳＤＯＳ、ＰＣ－ＤＯＳ等でご使用の場合は、ディレクトリ等ご使用の環境を生成してコピーし
てご利用下さい。 
 

6) ビデオ機器との接続 
   図 1 にパネル面のコネクターの配置を示します。コンポジットビデオ信号またはＳ端子ビデオ信
号の何れかの入力コネクタ（同時に接続はできません）にビデオケーブル（別途ご用意下さい）を接
続して下さい。外部トリガ入力をご使用の場合は、添付のプラグに結線してご使用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図 1）パネル面配置図 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ インストールガイドに戻る場合は、ページ2へ 

7) 画像の取込み及び取込みタイミング 

7) - ① 画像の取込方法 
本ボードは、ディジタイズした入力ビデオ信号を、バスマスターＤＭＡ転送によってＰＣ本体のメ
モリに取込みます。画像の取込は、ビデオレジスタ１，２、転送レジスタ１～３の必要なレジスタの
値をセットした後（ＴＲＳＥ／転送許可ﾋﾞｯﾄを最後にセットし）、ボード制御レジスタ（レジスタ０）
の（ＯＤＤ，ＥＶＥＮ）ビットを同時或いは事前にセットし、ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄをプログラム上で“１”
にするか、外部トリガ入力をアクティブにする事によって、下記の全てのモードで共通して行われま
す。ビデオレジスタは、画像を取込む縦横のスタート位置や縦横のサイズ等を決定します。転送レジ
スタは、転送を開始するメモリアドレスやメモリ内のフォーマット、転送回数（フレーム数）などを
設定します。ボード制御レジスタの UNDER_WRIT ﾋﾞｯﾄは、ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄでは指令と同時に、外部ト
リガ入力では取込開始で、“１”になり何れも取込終了で“０”に戻ります。画像の取込は指令後、
最初に出会うフィールドから開始します。 
ＥＶＥＮ、ＯＤＤﾋﾞｯﾄの指定で、ミックス、セパレートモードに切換えます（ページ1 、本書で使
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用している用語、及びﾍﾟｰｼﾞ12参照）。セパレートモードでは必ずＥＶＥＮフィールドからスタートし
ます。ＥＶＥＮ、ＯＤＤフィールドを単独に取込む事も出来ます。 
以下は、各取込方法を個別に記述しています。なお、説明の中の、各コントールビットの詳細につい
ては、10ページ以降の、11)コントロールレジスターを参照下さい。外部トリガ入力については、ペー
ジ 24、トリガ信号の仕様もご覧下さい。 
 
7) - ① - 1) １画面取込（ワンショット） 
 画像の取込タイミング（ﾍﾟｰｼﾞ6）の通り、ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄが“１”にセットされたエッジで取
込を受付け、一回のみの取込みを行ないます。ＥＶＥＮ，ＯＤＤ（D1,D2）の状態に対応して、１
フレーム又は１フィールド（ＥＶＥＮまたはＯＤＤ単独）の取込みを行ないます。単独フィール
ドを指定した場合、指定されたフィールドの画像が転送バッファに前詰めに入力されます（ＥＶ
ＥＮでもＯＤＤでも同じバッファ位置）。ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄは“０”に戻す必要は有りません。外
部トリガ入力の場合も、 ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄと同様な振舞いをしますが、１フィールドに相当する時
間（16.6ms）以内のパルスを与えて下さい。 
取込中(UNDER_WRIT ﾋﾞｯﾄ=1 時)は、ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄを“１”にセットしても無視されます。従って、
ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄによるワンショット取込を繰り返して、連続取込を行うことは出来ません（必ず
１フィールドの空きが生じます）。 
 
7) - ① - 2) 連続取込 
  プログラムコントロール時は、TRIG_MODE(ﾍﾟｰｼﾞ12参照)を連続に指定し、ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄを
“１”にセットすることで連続取込を開始します。外部トリガ使用時は、外部トリガ入力がアク
ティブ（Low ﾚﾍﾞﾙ）な間、連続取込を持続します。連続取込の間、OverWrite や Alternate 等の、
指定されている転送モード（ﾍﾟｰｼﾞ20参照）で、フルレートで画像を転送し続けます。取込は、
指令がアクティブでなくなったエッジを含むフィールド（ﾌﾟﾛｸﾞﾚｼﾌﾞ時はﾌﾚｰﾑ）の最後で終了し
ます（プログラムコントロール時は、TRIG_MODE の”1→0”のエッジ。外部トリガ使用時は、Low
→High のエッジ）。ＦＲＡＭＥ＿ＣＯＵＮＴ(ﾍﾟｰｼﾞ19参照)が“０”以外に指定されているとき
は、指定のフィールド(又はフレーム)数の転送後自動的に終了し、プログラムコントロール時は
連続の設定をクリアします。外部トリガ使用時は、終了するまで Low レベルを持続し、次にスタ
ートするまでに High レベルに戻してください。 
● 連続取込時の注意） ２：１インターレース信号を連続取込中に、入力ビデオ信号のコネクタ
を抜き差ししたり、入力されているビデオ信号がノイズ等で乱れると、奇偶フィールドの判別
に失敗し次のフレーム領域までオーバーランする場合があります。従って、このような状況が
予想される場合、転送バッファの範囲に余裕を持たせてください（このオーバーランした領域
にメモリが存在しない場合、システムがデッドロック状態になる場合が有ります）。 

 
7) - ① - 3) 擬似ＮＴＳＣ信号取込 

走査線数２６２又は２６３／フレームの擬似ＮＴＳＣ信号の取込みの場合、MIX ﾓｰﾄ（゙ﾍﾟｰｼﾞ12
参照）指定時は、各フィールドに対応する領域に連続した２フレーム（偶数ラインが前のフレー
ム、奇数ラインが後のフレーム）を取込みます。SEPARATE ﾓｰﾄﾞで取込む場合、EVEN または ODD
を指定して、入力ビデオ信号の奇／偶ＳＹＮＣ（ODD 又は EVEN SYNC）に対応したフィールドを
指定してください（バッファの先頭に１フレームの画像を取込み、連続取込を行なった場合、２
フレームに 1回の取込になります。逆のフィールドを指定すると無限ループで待ち続けますので
注意が必要です）。入力ビデオ信号が EVEN_SYNC の場合、(EVEN,ODD)＝（１，１）を指定すると
連続した２フレームを取込みます。奇偶の SYNC 判定は、FRAME_INDEX ﾋﾞｯﾄ(ﾎﾞｰﾄﾞ制御ﾚｼﾞｽﾀ D3、
ﾍﾟｰｼﾞ15参照)を読み取って知ることができます（但し、263H の場合は、262.5H から１H（次のﾌ
ﾚｰﾑの 0.5H まで）の間 FRAME_INDEX が変化します）。 

7) - ② 画像の取込タイミング 
7) - ② - 1) フレームワンショット取込タイミング 
 ＴＲＩＧ ＭＯＤＥ＝０の時は、 ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄ(ﾍﾟｰｼﾞ12参照)又は、EXT TRIG の”１”（端
子のレベルは“Ｌｏｗ”）の指令で、１回のみ取込みます（但し、 EXT TRIG は１／６０秒以内
に”０”に戻して下さい）。 
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             ＶＤ（垂直同期）      
 

             START ﾋﾞｯﾄ(or EXT TRIG)      
                        
             取込      

 
         ＵＮＤＥＲ_ＷＲＩＴ      

（点線は EXT TRIG による START 時） 
 ＭＩＸモード時は、最初に出会うフィールドの先頭から書込を始めます（ ＥＶＥＮフィールド
が先に来れば ＥＶＥＮ→ＯＤＤ、 ＯＤＤフィールドが先に来ればＯＤＤ →ＥＶＥＮ）。ＦＲ
ＡＭＥモード時は必ずＥＶＥＮフィールドの先頭から書込を始めます。 
7) - ② - 2) フィールドワンショットタイミング、ＥＶＥＮフィールド取込の場合 
    （ ＯＤＤ，ＥＶＥＮ ）ビット＝（０，１） 
 
 ●ＯＤＤフィールドが先に来た場合 
 

          ＶＤ（垂直同期）  (EVEN) (ODD) (EVEN)   (ODD)  
 

          START ﾋﾞｯﾄ(or EXT TRIG)     
 

          取込     
 

          ＵＮＤＥＲ_ＷＲＩＴ       
（点線は EXT TRIG による START 時） 

●ＥＶＥＮフィールドが最初に来た場合 
 

          ＶＤ（垂直同期）  (ODD) (EVEN) (ODD)    (EVEN)  
 

          START ﾋﾞｯﾄ(or EXT TRIG)     
 

          取込     
 

          ＵＮＤＥＲ_ＷＲＩＴ       
（点線は EXT TRIG による START 時） 

7) - ② - 3) 連続取込タイミング 
 ＴＲＩＧ ＭＯＤＥ＝１(ﾍﾟｰｼﾞ11参照)の時は、連続して取込みます。 
 

          ＶＤ（垂直同期）       
 

       START ﾋﾞｯﾄ(or EXT TRIG)       
          
          取込        

 
          ＵＮＤＥＲ_ＷＲＩＴ         

（点線は EXT TRIG による START 時） 
 
ＭＩＸモードでは START ﾋﾞｯﾄ(ﾍﾟｰｼﾞ12参照) 又は、EXT TRIG が１になってから最初に出会うフィ
ールドの先頭から取込を始め、 START ﾋﾞｯﾄ 又は、EXT TRIG が０になったフィールドを含む最後
まで書込を続けます。セパレートモードでは、必ずＥＶＥＮから取込を始めます。 
フィールドモードでは最初に出会う目的のフィールドから取込が始まり、 TRIG_MODE ﾋﾞｯﾄが０に
なったフィールドの最後まで取込を更新し続けます。 
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7) - ③ 画像の取込位置及びサイズ 
 画像の取込位置及びサイズはビデオレジスタ１，２（ﾍﾟｰｼﾞ16参照）によって、下図（ビデオモニ
ター上でのイメージ）のように決定されます。１単位の転送量（ＶＤから次のＶＤまで）は、（H_SIZE 
ｘ V_SIZE ｘ 1 画素当りのバイト数）によって決定されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8) 入力ルックアップテーブル（ＬＵＴ） 
 ＬＵＴは電源が投入された後、書き換えない限り、各Ｒ
ＧＢ入力値と同一のリニアなデータを出力します（図３、
左図）。 
 ＬＵＴは入力と出力の関係をテーブルにより変換を行い
ますので、テーブルの値を書き換えることで、ガンマ補正
などが容易に行えます。テーブル値の書き換えは、LUT REG
ISTER（11) - ④ - 11)ﾍﾟｰｼﾞ14）を参照下さい。 
 
 

図 3） ＬＵＴ入出力図（デフォルト） 

9) 付属ソフトウエア 
  本項に記載されていない最新の情報及びファイルの内容については、付属ディスクのルートディレ
クトリー内、”ＲＥＡＤＭＥ” をお読み下さい。 

9) - ① Ｗｉｎｄｏｗｓソフトウエアの実行 
  ＣＴ－３３０１の、Ｗｉｎｄｏｗｓサンプル アプリケーションプログラムとして、以下の内容が
添付されています。以下のプログラムの動作方法は、“ＲＥＡＤＭＥ．ＴＸＴ”を参照下さい。 
 
 ビデオモニター(VMONITR.EXE) 

画像をパソコン画面上で入力ビデオ信号をモニターするためのプログラムです。メモ
リーフォーマット（MIX,EVEN,ODD,FRAME）を指定して表示できます。 
DirectX I/F を使用している為、ウインドウは常に最前面になります。画像の保存、

読込みは、“ＢＭＰ”または汎用フォーマット(ベタ形式)で行えます。 
 

 ガンマ補正（GAMMA.EXE） 
ガンマ補正、反転等ＬＵＴをセットするプログラムです。このプログラムはコンソー
ルアプリケーションです。“ｇａｍｍａ ／？”でコマンドライン入力のヘルプが表
示できます。 

入力値 

出力値 

128 

255128 

255 

転送画像領域

H SIZE

H_TOTAL

H_START 

V_START 

V
_S

IZ
E

 

V
_T

O
TA

L 

図 2）転送画像領域 
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9) - ② ＭＳＤＯＳソフトウエアの実行 
 ＭＳＤＯＳ上で動作させる場合の、付属プログラムです。以下のプログラム中で用いる、ＢＯＡＲ
Ｄ＿ＩＤは、ＣＴ－３３０１を複数枚を同一のパソコンで使用する場合の識別子で、順に、0,1,2・・・
に対応します。 
9) - ② - 1) 画像セーブ 
画像モードを指定して取込み、汎用フォーマットで画像を保存します。生成されたファイルは、
Ｗｉｎｄｏｗｓの VMONITR でセーブされたファイルと同一の汎用フォーマットファイルとなり
ます。ＤＯＳ４ＧＷ．ＥＸＥ（WATCOM-C/C++）が PATH の通ったディレクトリに必要です。 
 
ＶＳＡＶＥ ［／Ｆｆｉｌｅｎａｍｅ］  ［Ｍｎ］ ［／Ｂｎ］ ［／Ｙ］ ［／？］↓ 
 

／Ｆｆｉｌｅｎａｍｅ ： 保存する汎用フォーマットのファイル名（拡張子は”.BMP”以
外）。 

             デフォルトのファイル名は、”DFLT_VDO.DAT”。 
／Ｍｎ ： 画像モード 

   n=0 :  ＭＩＸモード（24 ﾋﾞｯﾄ） 
   n=1 :  ＥＶＥＮ単独（24 ﾋﾞｯﾄ） 
   n=2 :  ＯＤＤ単独（24 ﾋﾞｯﾄ） 
   n=3 :  ＦＲＡＭＥモード（24 ﾋﾞｯﾄ） 
   n=4 :   
   n=5 :  ＭＩＸモード（32 ﾋﾞｯﾄ） 
   n=6 :  ＥＶＥＮ単独（32 ﾋﾞｯﾄ） 
   n=7 :  ＯＤＤ単独（32 ﾋﾞｯﾄ） 
   n=8 :  ＦＲＡＭＥモード（32 ﾋﾞｯﾄ） 
／Ｂｎ ： ｎ＝ＢＯＡＲＤ＿ＩＤ、複数枚使用している場合のボードＩＤ（ﾃﾞﾌｫﾙﾄは０）。 
／Ｙ  ： Ｏｖｅｒ Ｗｒｉｔｅ確認プロンプト無し。 
／？  ： ヘルプ表示。 

9) - ② - 2) Ｉ／Ｏデバッグコマンド 
ダブルワード（３２ﾋﾞｯﾄ）のＩ／Ｏ入出力を行うデバッグ用コマンドです（Windows でも使用で
きます）。 
 
ＯＵＴＤＷ ＰＯＲＴ ＤＡＴＡ↓      ：  ＯＵＴＰＵＴ 
 
ＩＮＤＷ ＰＯＲＴ ［／Option］↓       ：  ＩＮＰＵＴ 
 
    ＰＯＲＴ  ：  Ｉ／Ｏポートアドレス 
    ＤＡＴＡ  ：  Ｒ／Ｗデータ、ＯＵＴＰＵＴ時は桁数に応じた出力が実行されます。 
                  ２桁以下           ・・・ ＢＹＴＥ． 
                  ３桁以上、４桁以下 ・・・ ＷＯＲＤ． 
                  ５桁以上、８桁以下 ・・・ ＤＷＯＲＤ． 
    Ｏｐｔｉｏｎ： 
     ／Ｂ          ・・・ ＢＹＴＥ． 
          ／Ｗ          ・・・ ＷＯＲＤ． 
          ／Ｄ          ・・・ ＤＷＯＲＤ． 
9) - ② - 3) ＰＣＩレジスター表示 
現在のＰＣＩコンフィギュレーションレジスターの内容を表示します（Windows でも使用できま
す）。 
  ＧＥＴＰＣＩＸ ／Ｄ３３０１ ［／option］↓ 
       Ｏｐｔｉｏｎ： 
            ／Ｂ ：  ＢＯＡＲＤ＿ＩＤ、複数枚使用している場合のボードＩＤ（ﾃﾞﾌｫﾙﾄは０）。 
            ／？ ：  ヘルプ表示のみを実行します。 
例）ｇｅｔｐｃｉｘ  ／ｄ３３０１ ／ｂ１↓ 
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10) ビデオ信号の調整 
  出荷時には、規定レベルに調整されておりますので、通常は調整する必要は有りません。特殊な用
途等で、調整の必要が有る場合は、図 4）調整ＶＲ・オプション配置図を参照して、下記の要領で調
整して下さい。 

10) - ① ＨＵＥ  ＶＲ 
 入力ビデオ信号の色相を調整します。この調整値に対してｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀｰをプログラムで制御して微
調することが出来ます。 

10) - ② ＣＯＬ  ＶＲ 
 入力ビデオ信号の色の濃さを調整します。この調整値に対してｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀｰをプログラムで制御し
て微調することが出来ます。 

10) - ③ ＰＩＣ  ＶＲ 
Ａ／Ｄの入力ゲインを調整します。右回しで変換値は大きくなります。この調整値に対してｺﾝﾄﾛｰﾙﾚ

ｼﾞｽﾀｰをプログラムで制御して微調することが出来ます 

10) - ④ ＹＧ  ＶＲ 
輝度成分のゲインを調整します。右回しで大きくなります。 

10) - ⑤ ＹＤＬ，ＹＤＳＣ  ＶＲ 
Ｙ／Ｃ分離の櫛形フィルターを調整します。通常は調整の必要がありませんので回さないで下さい。 

10) - ⑥ ＶＸＯ  ＶＲ 
ＶＸＯの周波数を調整します。通常は調整の必要がありませんが、入力に映像信号が無い状態で、

３．５７９５４５ＭＨｚに調整します（ＴＰ３）。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           図 4）調整ＶＲ・オプション配置図 

11) コントロールレジスター 
  コントロールレジスターはＩ／Ｏにマップされたレジスターで、ＩＯ＿ＢＡＳＥから２８バイト占
有します。コントロールレジスターのアクセスは、バイト(8 ﾋﾞｯﾄ)、ワード(16 ﾋﾞｯﾄ)、ダブルワード(3
2 ﾋﾞｯﾄ)のいずれも可能ですが、連続した機能単位を分割してアクセスする場合は高位のアドレスのア
クセスによってその機能が有効になります（例えば、１６ビットの機能をバイトアクセスで２回に分
けて実行する場合、書き込み時は、先にＤ7～0 を書き込んだ後に高位のＤ15～8 を書き込みます。読
取り時は逆に高位からアクセスします）。パワーオン時（又はリセット時）は初期値にセットされま

 

VXO HUE 

YDSC 

YDL 

YG 
COL 

PIC 
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す。また、本項の表中の斜線の入ったビットは現在使用されていないことを示します（読み取り時は
常に“０”を返します）。各ビデオレジスタ、転送レジスタへの書込みは転送中に行わないで下さい。 
 

11) - ① コントロールレジスタ一覧表 
 
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀｰ No ｵﾌｾｯﾄｱﾄﾞﾚｽ（IO_BASE+） 機能 

０ ０ ボード制御（Capture & LUT） 
１ ４ ビデオレジスタ１(START & H_TOTAL) 
２ ８ ビデオレジスタ２(SIZE & V_TOTAL） 
３ １２ （SYSTEM RESERVED） 
４ １６ 転送レジスタ１(Start_Address) 
５ ２０ 転送レジスタ２(Frame & HW_Count) 
６ ２４ 転送レジスタ３(TRSE,S_M,VILVE) 

 

11) - ② コントロールレジスター・デフォルト値（初期値） 
No. レジスタ名称 機能ブロック 初期値（Dec/Hex） 
０ ボード制御      0 /   0 

 H_START   123 /  7B  
 V_START    31 /  1F  

１ ビデオレジスタ１ 

 H_TOTAL   776 / 308 
 H_SIZE   640 / 280 
 V_SIZE   243 /  F3 
 PX32 0 / 0  

２ ビデオレジスタ２ 

 V_TOTAL 524 / 20C  
３ Reserved   
４ 転送レジスタ１  Memory_Start_Address     0 /   0 

 H_WORD_COUNT   1920 / 780 ５ 転送レジスタ２ 
 FRAME_COUNT     0 /   0 

６ 転送レジスタ３  S_M,V_WORD_INTERLEAVE     0 /   0 
 

11) - ③ ｺﾝﾄﾛ-ﾙﾚｼﾞｽﾀｰ０ （ＣＯＮＴＲＯＬ） 
   （ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋０）ビットアサイン表 
 

 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０  ＯＵＴ ＩＮ  
          ＳＴＡＲＴ UNDER_WRIT  
           
        ＥＶＥＮ SAME LEFT  
        (READBACK)  
       ＯＤＤ 〃  

         
      TRIG_MODE FRAME_INDEX  
        
     ＴＲＧＳ０ SAME LEFT  
     (READBACK)  
    ＴＲＧＳ１ 〃  
      
   TRIG_DIR 〃  
     
  ＴＲＧＳＥ EX_TRIG_IN  
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LUT_WE 

   （ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋１）ビットアサイン表 
 

 １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８  ＯＵＴ ＩＮ  
          Reserved ＩＮＴ０  
           
        CURR_INT_RST ＩＮＴ１  

           
       ALL_INT_RST ＩＮＴ２  

         
       Not Used “０”  
        
     BGR SAME LEFT  
     (READBACK)  
    INTR_ENABLE SAME LEFT  
    (READBACK)  
   Not Used “０”  
     
  ＭＳＥ “１”  

  (ALLWAYS “1”)  
 

   （ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋２，３）ビットアサイン表 ： Ｄ１６－３１ 
 

 ３１ ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
          

 

           CSL(0-2)                          DATA I/O (23-16) 
    
 

11) - ④ コントロールレジスタ０の各ビットの出力機能 
11) - ④ - 1)  ＴＲＩＧ＿ ＭＯＤＥ（Ｄ3），ＳＴＡＲＴ（Ｄ0） 
画像の取込を下表の通り制御します。 
 
 

TRIG_MODE 
 （Ｄ3） 

 START 
（Ｄ0） 

 取 込 動 作 
 

 
 

 ０ ０ 取込停止  
 
 

０ 
 

１ 
 

ワンショット(1 回のみ、ＳＴＡＲＴビット 
は０に戻す必要は有りません）。 

 
 

 １ ０ 無動作 （取込停止）  
 １ １ 連続取込  

TRIG_MODE(D3)は、Frame_Counter（ﾍﾟｰｼﾞ19参照）使用時には Terminal_Count(COUNT=0)発生時に
リセットされます。 
11) - ④ - 2) ＯＤＤ（Ｄ2），ＥＶＥＮ（Ｄ1） 
 画像取込 及び 表示時の、メモリーフォーマット、及びフィールド／フレームを切換えます。
画像の取込中は設定を変更しないで下さい。 
 
 
 

 ＯＤＤ 
（Ｄ2） 

ＥＶＥＮ 
（Ｄ1） 

メモリー 
フォーマット 

フィールド／フレーム 
 

 
 

 ０ ０  ミックス フレーム  
 ０ １  ＥＶＥＮ（第一）フィールド  
 １ ０  セパレート ＯＤＤ（第二）フィールド  
 １ １  フレーム  

11) - ④ - 3) ＴＲＧＳ１，ＴＲＧＳ０（Ｄ５，Ｄ４） 
：Ｔｒｉｇｇｅｒ Ｓｅｌｅｃｔ １，０ 
 トリガー出力を下表の信号に切り替えます。 
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ＴＲＧＳ１ 
(D5) 

ＴＲＧＳ０ 
(D4) 

出力信号（負論理） 

０ ０ Ｄｉｒｅｃｔ ： 出力切り替えと同時に“１” 
０ １ ＶＤ ： 垂直同期信号 
１ ０ Ｆｒａｍｅ＿Ｉｎｄｅｘ ： フレーム内の位置 
１ １ Ｗｒｉｔｅ ： メモリーに書き込み中 

 
11) - ④ - 4) ＴＲＩＧ＿ＤＩＲ（Ｄ６） 
：ＴＲＩＧｇｅｒ＿ＤＩＲｅｃｔｉｏｎ 
 ＥＸＴ－ＴＲＩＧ端子の方向を切り換えます。本ビットの設定時は、ＴＲＧＳＥビット（下述）
を同時に“１”にセットする必要があります。ＴＲＧＳ（１，０）＝（０，０）時は本ビットセ
ットと同時に出力が“１”（端子電圧はＬＯＷ）になります。 

ＴＲＩＧ＿ＤＩＲ 
(D6) 

方向 

０ 入力 
１ 出力 

11) - ④ - 5) ＴＲＧＳＥ：ＴＲｉＧｇｅｒ＿Ｓｅｔ＿Ｅｎａｂｌｅ 
 上記のＴＲＩＧ＿ＤＩＲビットのセットイネーブルビットです。 

ＴＲＳＥ 
(D7) 

ＴＲＩＧ＿ＤＩＲのセット 

０ 無効 
１ 有効 

11) - ④ - 6) ＣＵＲＲ＿ＩＮＴ＿ＲＳＴ（Ｄ９） 
： ＣＵＲＲｅｎｔ＿ＩＮＴｒｒｕｐｔ＿ＲｅＳｅＴ 
 現在出力されているインタラプトをリセットします（セット時 1回のみ機能します。このビッ
トはラッチされませんので“０”に戻す必要はありません）。 
11) - ④ - 7) ＡＬＬ＿ＩＮＴ＿ＲＳＴ（Ｄ１０） 
： ＡＬＬ＿ＩＮＴｅｒｒｕｐｔ＿ＲｅＳｅＴ 
 現在発生しているインタラプトを全てリセットします（セット時 1回のみ機能します。このビ
ットはラッチされませんので“０”に戻す必要はありません）。 
11) - ④ - 8) ＢＧＲ(Ｄ１２) 
： Ｂｌｕｅ＿Ｇｒｅｅｎ＿Ｒｅｄ＿ａｌｉｇｎ 
 各ピクセル内のフォーマットを、ＲとＢの色成分を入れ換え、ＢＧＲの順に並び換えます（デ
フォルトでＲＧＢの順）。ピクセルフォーマット、ページ22参照。 
11) - ④ - 9) ＩＮＴＲ＿ＥＮＡＢＬＥ（Ｄ１３） 
 インタラプト出力をＯＮ／ＯＦＦします。本ビットの設定及び変更時はＭＳＥビット(D15)を
同時に“１”にする必要があります。 
 
 

ＩＮＴＲ＿ＥＮＡＢＬＥ 
（Ｄ１３） 

バス出力 
 

 
 

  ０ ＯＦＦ  
  １ ＯＮ  
 

11) - ④ - 10) ＭＳＥ（Ｄ１５） 
： Ｍｏｄｅ＿Ｓｅｔ＿Ｅｎａｂｌｅ 
 ＩＮＴＲ＿ＥＮＡＢＬＥビット設定時のイネーブルビットとして使用します。ビットを設定す
る場合は、本ビットを同時に“１”にする必要があります。本ビットが“０”の場合は設定値に
係わらず、以前の値を保持します。 
 
 

ＭＳＥ 
（Ｄ１５） 

設定の可否 
(D14～D11) 

 
 

  ０ 不可（以前の値を保持）  
  １ 可（設定値）  
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11) - ④ - 11) ＤＡＴＡ Ｉ／Ｏ（Ｄ２３－Ｄ１６） 
：Ｄａｔａ Ｉｎ／Ｏｕｔ 
 ＣＳＬ（0-2）の各項目のデータ入出力を行う複合ポートです。次項のＣＳＬに応じて各項目
を制御します。ビデオトリムは設定のみで、リードバック機能はありませんのでプログラム上で
設定値を記憶して管理する必要があります。 
 
 ＨＵＥ，ＣＯＬ ビデオトリム 
 ＨＵＥ，ＣＯＬ値を２の補数で設定（－８～７）した後、ＣＳＬ(0～2)＝１を書き込んだ時に
設定されます。ＨＵＥは色相を調整し、ＣＯＬは＋方向で色が濃くなります。電源ＯＮ時、リセ
ット時は“０”が設定されます。 

 
 ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
        
         

                  ＣＯＬ         ＨＵＥ 
 
 ＰＩＣ，ＢＲＴ ビデオトリム 
 ＰＩＣ値は２の補数（－８～７）、ＢＲＴは０～３の範囲（Ｄ19、Ｄ18 は無視）で設定し、
ＣＳＬ(0～2)＝２を書き込んだ時に設定されます。ＰＩＣは＋方向の設定でビデオレベルは小さ
く（Ａ／Ｄのスパンが大きく）なり、ＢＲＴは下表のクランプレベルでビデオ値が出力されるよ
う制御されます。従って、ＢＲＴ値を増やすと画像のレベルが明るい方へシフトします。電源Ｏ
Ｎ時、リセット時は“０” が設定されます。 
 

 ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
        
         

                  ＰＩＣ              ＢＲＴ 
 

ＢＲＴ設定値 クランプレベル (LSB) 
０ １ 
１ １６ 
２ ３２ 
３ ４８ 

 
 ＬＵＴ、Ｒ，Ｇ，Ｂ 
 各色成分(ＲＧＢ)のＬＵＴの書き込み、読み込みは、下図のように行います（下図はＲの場合
ですが、ＣＳＬ値を変えればＧ，Ｂも同様です）。電源ＯＮ時、リセット時は、図 3（ﾍﾟｰｼﾞ8）
のように、リニア（入力値と同一値）に設定されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

LUTのｲﾝﾃﾞｯｸｽを D23-16にｾｯﾄ

LUT値を D23-16に、CSL = 4、
LUT_WE = 1を同時にｾｯﾄ ：WORD幅(以上)での設定 

LUT書込 

書込終了 
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11) - ④ - 12) ＣＳＬ０－２（Ｄ３０－２８） 
：Ｃｏｎｔｒｏｌ＿ＳｅＬｅｃｔｏｒ(０－２) 
ＤＡＴＡ Ｉ／Ｏポートを利用した制御を行うためのセレクターで、下表のように機能します。

ＣＳＬ２＝０の時はビデオのトリム、ＣＳＬ２＝１の時はＬＵＴを制御します。 
 

CSL 値 CSL2 CSL1 CSL0 ＤＡＴＡの制御対象 
０ 0 0 0  ｘ （なし） 
１ 0 0 1 HUE,COL 設定 
２ 0 1 0 BRT,PIC 設定 
３ 0 1 1  ｘ 
４ 1 0 0 ＬＵＴ－Ｒ 
５ 1 0 1 ＬＵＴ－Ｇ 
６ 1 1 0 ＬＵＴ－Ｂ 
７ 1 1 1 ｘ 

11) - ④ - 13) ＬＵＴ＿ＷＥ（Ｄ３１） 
： ＬＵＴ＿ＷｒｉｔｅＥｎａｂｌｅ 
 ＬＵＴのテーブル値を書き換える場合に、テーブル値（Ｄ２３～Ｄ１６ビット）及びＣＳＬビ
ットと同時に“１”をセットします（LUT_WE=1 と同時にセットした時、D23～D16 は書き換える
テーブル値となります。それ以外の場合の D23～D16 はインデックスのセットと見做されますの
で、ワード幅以上でセットする必要が有ります）。 

11) - ⑤ コントロールレジスタ０の各ビットの入力機能 
11) - ⑤ - 1)  ＵＮＤＥＲ＿ＷＲＩＴ（Ｄ0） 
：ＵＮＤＥＲ＿ＷＲＩＴｉｎｇ 
 ＳＴＡＲＴビット（Ｄ0）からの指令では、指令から取込を終了するまでの間､“１” を返しま
す。外部トリガ入力信号からの指令の場合は実際の取込中の間のみ､“１” を返します。外部ト
リガ信号の状態は EX_TRIG_IN(D7)で確認できます。 
11) - ⑤ - 2) Ｄ１，Ｄ２ 
ＯＵＴＰＵＴしたセット値を読み取ります。 
11) - ⑤ - 3) ＦＲＡＭＥ＿ＩＮＤＥＸ（Ｄ３） 
現在、１フレーム内のどの位置をスキャニング中かを読み取ります。 
 

FRAME_INDEX(D3) フィールド 
０ ＥＶＥＮ 
１ ＯＤＤ 

11) - ⑤ - 4) Ｄ６－Ｄ４ 
ＴＲＧＳ０(D4), ＴＲＧＳ１(D5), ＴＲＩＧ＿ＤＩＲ(D6)のＯＵＴＰＵＴされている値を読み取
ります。 
11) - ⑤ - 5) ＥＸ＿ＴＲＩＧ＿ＩＮ（Ｄ７） 
ＴＲＩＧ端子の状態を読み取ります（LOW/HIGH = 1/0）。 
 

LUTのｲﾝﾃﾞｯｸｽを D23-16にｾｯﾄ

ＣＳＬ＝４をｾｯﾄ

D23-16読込 ＝ LUT値 

LUT読込
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11) - ⑤ - 6) ＩＮＴ０～２（Ｄ１０－Ｄ８） 
： ｃｕｒｒｅｎｔ ＩＮＴｅｒｒｕｐｔ 
 現在発生しているインタラプトの内、最もプライオリティーの高いインタラプト番号を読み取
ります（１が最もプライオリティーが高い）。複数のインタラプトが同時に発生している場合は、
CURR_INT_RST(D9)ビットを“１”にセットすると現在読み取っているＩＮＴ要因がクリアされ、
直ちに次のＩＮＴ要因が読み込めます。下表に各ＩＮＴ番号とＩＮＴ要因の対応、下部に各ＩＮ
Ｔ要因の説明を示します。 

ＩＮＴ番号 INT2 INT1 INT0 ＩＮＴ要因 
０ 0 0 0 No Interrupt 
１ 0 0 1 Terminal FRM Count 
２ 0 1 0 FIFO Over Flow 
３ 0 1 1 Master Abort 
４ 1 0 0 Target Abort 
５ 1 0 1  ｘ (Not Used) 
６ 1 1 0  ｘ (Not Used) 
７ 1 1 1  ｘ (Not Used) 

 
・ Terminal FRM Count 
Frame_Counter（転送ﾚｼﾞｽﾀ２）が“０”以外に設定されている時、Terminal_Count（０）に達
して転送が終了したことを示します。 

・FIFO Over Flow 
ＰＣＩバスに多量のトラッフィックが発生した場合やマシンの能力が不足している為、本ボー
ドの転送が滞留しボード上のＦＩＦＯ（２５６Dword 長）がオーバーフローして、転送が一時
中断したことを示します。 

・Master Abort 
何らかの異常で、本ボードが転送先に転送できない為、本ボードが転送をアボートしたことを
示します。 

・Target Abort 
転送先が何らかの異常で、転送をアボートしたことを示します。 
 

11) - ⑤ - 7) Ｄ１２、Ｄ１３ 
ＢＧＲ、ＩＮＴＲ＿ＥＮＡＢＬＥに設定されているＯＵＴＰＵＴした値を読み取ります。 
 
11) - ⑤ - 8) Ｄ１５ 
Ｄ１５（ＭＳＥ）は常に“１”を読取ります。 
 
11) - ⑤ - 9) ＬＵＴ Ｄａｔａ（Ｄ２５－Ｄ１６） 
： Ｌｏｏｋ Ｕｐ Ｔａｂｌｅ Ｄａｔａ 
ＣＳＬが各色のＬＵＴに指定されている時、指定されているインデックス番号の出力値を読み取
ります。 
 
11) - ⑤ - 10) Ｄ３０－Ｄ２８ 
ＣＳＬに現在設定されている値を読み取ります。 
 
11) - ⑤ - 11) Ｄ３１ 
ＬＵＴ＿ＷＥビットの現在の設定値を読み取ります。 
 

11) - ⑥ ビデオレジスター１ 
 （ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋４） 
ビデオレジスター１は垂直／水平のスタート位置（Ｖ／Ｈ）を決定しています。H_TOTAL は水平幅（総
クロック数）で読取り専用です。 
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ビデオレジスター１ ビットアサイン表 
 
 ３１ ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
          

 
 
 

 １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
                 

 
 
 
 
11) - ⑥ - 1) Ｈ＿ＳＴＡＲＴ、Ｖ＿ＳＴＡＲＴ（Ｄ１０－０） 
 水平、垂直のスタート位置を画素単位で設定又は読込みます。水平又は垂直の決定はＶ／Ｈビ
ット(D14)で行います。設定の変更はＷＥ＝１(D15)を同時に設定することで書き込めます。水平
スタート位置の設定を変更する場合はデフォルト値（又は現在の設定値を読取り）から移動させ
たいピクセル分加減算して設定してください。設定時のＤ１０は１水平ラインの前半か後半かの
指定をします(“０”時は中央より左、“１”の時は中央より右、例えば、中央から２画素目のス
タート位置は 0x401)。垂直スタート位置の設定値は、位置ｎ（ｎはＶＤの前縁よりカウウントし
た走査線数）に対して、２ｎ－１で（奇数値）を設定します。読取りは現在設定されているＶ／
Ｈビットに対応した値がＤ１０～０に読み取れます。 
 
11) - ⑥ - 2) Ｖ／Ｈ（Ｄ１４） 
 スタート位置の変更或いは読取り時の垂直／水平（Ｖ／Ｈ＝ １／０）を指定します。本ビット
は、設定されている値がそのままリードバックされます。 
 
11) - ⑥ - 3) ＷＥ（Ｄ１５） 
 水平または垂直のスタート位置を設定・変更する場合に“１”を同時に設定します。読み取り
時のＷＥビットは常に“０”を返します。 
 
11) - ⑥ - 4) Ｈ＿ＴＯＴＡＬ（Ｄ２６－１６） 
 水平ラインの総クロック数が読み出せます。読み出した値は（実際の総クロック数－４）にな
ります。最下位ビット(D16)は使用されませんので、常に“０”を読み出します。 

11) - ⑦ ビデオレジスター２ 
（ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋８） 
ビデオレジスター２は画像サイズ（Ｈ／Ｖ）及び転送時の画素のフォーマット(２４ﾋﾞｯﾄ又は３２ﾋﾞｯﾄ)
を決定しています。V_TOTAL は垂直総走査線数で読取り専用です。 

 
 ３１ ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
          

 
 
 

 １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
                 

 
 
 
 
11) - ⑦ - 1) Ｈ＿ＳＩＺＥ、Ｖ＿ＳＩＺＥ（Ｄ１０－０） 
 水平、垂直のキャプチャを行う画像サイズを設定または読込みます（設定は画素単位、デフォ
ルト：６４０）。水平または垂直の決定はＶ／Ｈビット(D14)で行います。サイズの変更はＷＥ＝
１(D15)を同時に設定することで書き込めます。水平サイズ設定時は４ピクセル単位で行います。

V/H 

WE 
START (U/L) 

V_TOTAL 

H_TOTAL (0) 

V/H 
WE 

SIZE (0  0 /H_SIZE) PX32 
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従って水平サイズのＤ１，Ｄ０の設定は設定値に拘らず常に“０”と見做されます。垂直サイズ
は、フィールド内の走査線数を設定します。読取りは現在設定されているＶ／Ｈビットに対応し
た値がＤ１０－０に読み取れます。 
 
11) - ⑦ - 2) ＰＸ３２（Ｄ１３） 
転送時の画素のフォーマットを指定します。ＰＸ３２＝１を指定した時は、転送バッファへ３

２ビット／画素で転送されます。 
ＰＸ３２＝０時は、転送バッファへは２４ビット／画素に詰められます（転送は３２ビット単

位）。従って、２４ビット時の１フレームの総転送容量は３２ビット／画素時の３／４になりま
す。 
画素内の各色（バイト）の並びは、13)ピクセルフォーマットを参照下さい。 
 

11) - ⑦ - 3) Ｖ／Ｈ（Ｄ１４） 
 垂直／水平サイズの変更時或いは読取り時の垂直／水平（Ｖ／Ｈ＝ １／０）を指定します。
本ビットは、設定されている値がそのままリードバックされます。 
 

11) - ⑦ - 4) ＷＥ（Ｄ１５） 
 水平または垂直のサイズ値を設定・変更する場合に同時に“１”を設定します。読み取り時の
ＷＥビットは常に“０”を返します。 
 
11) - ⑦ - 5) Ｖ＿ＴＯＴＡＬ（Ｄ２６－１６） 
垂直の総ライン数が読み出せます。読取り値は、（実際の総ライン数 ｘ ２ － １）になります。 
 

11) - ⑧ 転送レジスタ１ 
（ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋１６） 
 転送レジスタ１は、バスマスターＤＭＡ（Direct Memory Access）転送のスタートアドレスを設定
します。本レジスタに設定したスタートアドレスは新たに再設定されない限り、以後の各転送に有効
です。本レジスタの読取り値は、設定直後でまだ転送が行われていない時は設定値、以後は現在アク
セスが終了したアドレスを返します。 
 

 ３１ ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
          

 
 
 

 １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
                 

 

11) - ⑨ 転送レジスタ２ 
（ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋２０） 
転送レジスタ２は、１走査線当りの総バイト数（H_WORD_COUNT）及び連続して取込むフィールド（フ
レーム）数（FRAME_COUNT）を設定します。 

 
 ３１ ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
          

 
 
 

 １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
                 

 
 

 

START ADDRESS (31-16) 

START ADDRESS (15-0) 

FCRE 

H_WORD_COUNT (0) (0) 

FRAME_COUNT 
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11) - ⑨ - 1) Ｈ＿ＷＯＲＤ＿ＣＯＵＮＴ（Ｄ１２－０） 
 １走査線当りの総バイト数を指定します。但し、転送の単位はダブルワードで行われる為、下
位２ビット（D1,D0）は設定値に拘らず常に“０”と見做されます。。Ｈ＿ＳＩＺＥレジスタ分
（11) - ⑦ - 1)ﾍﾟｰｼﾞ17参照）の画像データが前詰めされ、本レジスタの設定値がその値より大
きい場合は、残りの領域は何も書き込まれません（メモリ上のパターンを２０４８／Ｈや４０９
６／Ｈ等に整列させることができます）。本レジスタの設定値を、Ｈ＿ＳＩＺＥに画素サイズ
(PX32:ﾍﾟｰｼﾞ18参照)の値を掛けた値を設定することで、転送先のメモリ上はリニアなイメージに
なります。本レジスタの値は変化しませんので、読取り値は常に設定値がリードバックされます。 
 

11) - ⑨ - 2) ＦＲＡＭＥ＿ＣＯＵＮＴ（Ｄ２９－１６） 
 画面数を指定してキャプチャしたい場合に、フィールド数を指定します。キャプチャが設定さ
れた画面数に達すると、自動的にストップし、ＴＦＣインタラプト(11) - ⑤ - 6)、ﾍﾟｰｼﾞ16参
照)を発生させます。本カウンタは連続取込み時（Trig_Mode=1）のみ機能します。本レジスタが
“０”に設定されている時は、本カウンタは機能しません（無限カウントになります）ので、取
込みの制御は Trig_Mode 及び Start ビット(D3,D0)のみで行います。 
 本レジスタの読取りは、次項の FCRE ﾋﾞｯﾄの状態に応じて、現在のカウウント値／初期値を返
します。Frame_Counter レジスタに一度設定された値は、再設定によって変更されるまで転送開
始時に再ロードされますので繰り返し使用できます。 
 

11) - ⑨ - 3) ＦＣＲＥ（Ｄ３０） 
： Ｆｒａｍｅ＿Ｃｏｕｎｔ＿initial_value_Ｒｅａｄ＿Ｅｎａｂｌｅ 
ＦＲＡＭＥ＿ＣＯＵＮＴのリードバックはカウント中は現在のカウント値を返しますが、カウン
ト終了後のリード値は以下の様に制御されます。 
ＦＣＲＥ＝０ ： カウント終了後のカウンタ値（０）をそのまま返します。 
    ＝１ ： カウント終了後に初期値に戻り、最初の設定値を返します。 
 

11) - ⑩ 転送レジスタ３ 
（ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋２４） 
 転送レジスタ３は、各フィールド（又はフレーム）間の転送アドレスの増分(V_WORD_INTERLEAVE)、
キャプチャデータの格納方法(Storage_Mode) 及び転送の許可フラグ(TRSE)を設定します。 
 

 ３１ ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４ ２３ ２２ ２1 ２０ １９ １８ １７ １６ 
          

 
 
 
 
 

 １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
                 

 
 

11) - ⑩ - 1) Ｖ＿ＷＯＲＤ＿ＩＮＴＥＲＬＥＡＶＥ（Ｄ２０－０） 
 各フィールド（又はフレーム）のキャプチャデータの先頭を任意の区切り（Ｍｅｇａバイト境
界等）に整列させるための増分をバイト単位で設定します。本レジスタの設定が“０”の時（デ
フォルト）は、各画面間のデータは隙間が無い連なった状態になります（Separate のフレーム
取込または OverWrite 以外の設定時）。本レジスタの値は変化しませんので、読取り値は常に設
定値がリードバックされます。 
［設定例］ 
・２４ビット／画素時、標準信号をＭＩＸモードで各フレームを１Ｍｂ単位で取込む場合は以下
のような値を設定します。 
 V_WORD_INTERLEAVE = 0x100000 –  H_WORD_COUNT * ３ * V_SIZE * ２ 

V_WORD_INTERLEAVE (15-0) 

V_WORD_INTERLEAVE (20-16) 
ALTB(Read Only) 

S_M(1,0) 

TRSE 
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・３２ビット／画素時、セパレートモードで各フィールドを１Ｍｂ単位に取込む場合は以下のよ
うな値を設定します。 
 V_WORD_INTERLEAVE = 0x100000 –  H_WORD_COUNT * ４ * V_SIZE 

11) - ⑩ - 2) ＡＬＴＢ（Ｄ２８） 
： ＡＬＴｅｒｎａｔｅ＿Ｂｕｆｆｅｒ＿ｐｏｓｉｔｉｏｎ  
次項で示す Storage_Mode がＡｌｔｅｒｎａｔｅに指定されている時の、現在書込み中のバッフ
ァ位置を０／１（前半／後半）で読み取ります。本ビットは読み取り専用です。 
 

11) - ⑩ - 3) Ｓ＿Ｍ（１，０）（Ｄ３０，２９） 
： Ｓｔｏｒａｇｅ＿Ｍｏｄｅ（１，０） 
各画面のデータの格納方法を下表の状態に切換えます。読取り値は常に設定値がリードバックさ
れます。 

S_M1 S_M0 モード 
０ ０  Ｏｖｅｒ Ｗｒｉｔｅ 
０ １  Ａｌｔｅｒｎａｔｅ 
１ ０  Ｔｉｌｉｎｇ 
１ １  Ｏｖｅｒ Ｗｒｉｔｅ 

 Ｏｖｅｒ Ｗｒｉｔｅ (ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
 スタートアドレスは、１フレーム終了毎に最初の設定値に初期化され、以後のキャプチャ
は同一位置に上書きされます。 

 Ａｌｔｅｒｎａｔｅ 
 ２フレームを連続したアドレスにキャプチャし、同一シーケンスで繰り返します。 

 Ｔｉｌｉｎｇ 
 Ｆｒａｍｅ＿Ｃｏｕｎｔレジスタで設定されている画面数分、連続したアドレスにキャプ
チャします。Ｆｒａｍｅ＿Ｃｏｕｎｔレジスタが“０”に設定されている時は機能しません。 
本モードは WindowsＯＳのような仮想アドレシングが採用されている環境では使用できま
せん。またこのような環境では誤って本モードが指定しないよう注意が必要です（誤って指
定した場合はシステムクラッシュ等の重大な障害に至る場合があります）。 
 

11) - ⑩ - 4) ＴＲＳＥ（Ｄ３１） 
： ＴＲａｎＳｆｅｒ＿Ｅｎａｂｌｅ 
転送を許可する重要なビットです。本ビットは、必ず全ての転送レジスタの値をセットした後

に“１”にセットして下さい。また、各転送レジスタを書き換えている間は、“０”に設定して
転送をディズエイブルする必要があります。画像転送はＳＴＡＲＴビット(または EXT_TRIG の入
力)の“１”で開始します。画像転送が終了した後は“０”にリセットして、外部トリガ信号等
によって不用意に転送がスタートしないようにして下さい。本ビットは常に現在の設定値をリー
ドバックできます。 

12) 画素アドレスとメモリーアドレスとの対応 
 システムメモリー上に取込まれた画像の画素アドレスは、転送レジスタ１に設定されたスタートア
ドレス(START_ADDRESS)からフレーム（またはフィールド）単位で連続したアドレスに格納されます（Ｗ
ｉｎｄｏｗｓ等のＯＳでは仮想アドレシングが採用されている為、プログラミングで使用する実際の
アドレスはドライバーから取得した論理アドレスがスタートアドレスになります）。以下に、各メモ
リーフォーマットに於ける、メモリーアドレス計算式及びシステムメモリ上のマップ図を示します。
１走査線上の H_SIZE* PIXEL_BYTES 画素以降の（H_SIZE* PIXEL_BYTES≠ H_WORD_COUNT の時）データ
は転送前のメモリーパターンのままで、転送によって値が変わることはありません。以下で使用する
変数値は次の通りです。 
 
PIXEL_BYTES ＝ ３ ： ２４ビット／画素時 
            ＝ ４ ： ３２ビット／画素時 
V_SIZE ： 11) - ⑦ビデオレジスター２、ﾍﾟｰｼﾞ17参照。 
HWC ： H_WORD_COUNT、 0、ﾍﾟｰｼﾞ19参照。 
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V_WORD_INTERLEAVE ： 11) - ⑩ - 1)、ﾍﾟｰｼﾞ19参照。 
MEMORY_BASE ： 各画面（フレーム）の先頭メモリアドレス 

12) - ① ミックスモード 
 ミックスモード選択時の画素（Ｘ，Ｙ）のメモリーアドレス （ＡＤＲＳ）の計算式は下記の通り
です。ミックスモードでは、プログレシブのイメージでメモリーパターンが構成されますので、２画
面目以降のアドレス計算時、V_SIZE を２倍して加える点に注意して下さい。 
 

ＡＤＲＳ ＝ MEMORY_BASE ＋ Ｙ ＊ HWC ＋ Ｘ ＊ PIXEL_BYTES 
但し、 
MEMORY_BASE ＝ START_ADDRESS     // 一枚目の画像 
      ＝ START_ADDRESS ＋（HWC＊V_SIZE＊２ ＋ V_WORD_INTERLEAVE）＊ N 
                                      // Ｎ枚目の画像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

12) - ② セパレートモード 
セパレートモード選択時の画素（Ｘ，Ｙ）のメモリーアドレス （ＡＤＲＳ）の計算式は下記の通り
です。 
ＡＤＲＳ＝ MEMORY_BASE ＋ Ｙ/２＊HWC ＋ Ｘ＊PIXEL_BYTES ＋ (Ｙ%２)＊F_SIZE 
但し、 
MEMORY_BASE ＝ START_ADDRESS             // 一枚目の画像 
      ＝ START_ADDRESS ＋ F_SIZE＊２＊N // Ｎ枚目の画像 
F_SIZE ＝ (HWC＊V_SIZE ＋ V_WORD_INTERLEAVE)  //  フィールドサイズ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

HWC

+000

n*HWC

EVEN FIELD 
ODD FIELD 

MEMORY_BASE 

0 
1 
2 
 

n 
 

MIX 
MODE 

 
 

 
484 
485 

 
 

Video Data 
（H_SIZE PIXEL） 

MEMORY_BASE 

HWC

+000

HWC＊n
＋(n%2)＊F_SIZE

EVEN FIELD 
ODD FIELD 

0 
1 
2 
 

n 
 

SEPARATE 
MODE 

 
 

 
484 
485 

 
 

Video Data 
（H_SIZE PIXEL）
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13) ピクセルフォーマット 
13) - ① - 1) ２４ビット／画素時 
２４ビット／画素時はＲＧＢ各１バイトが連続した３バイト単位の配列になります。 

・ＢＧＲ ＝ ０ 時 
画素ｎ＋２             画素ｎ＋１           画素ｎ 

Ｇm+2 Ｒm+2 Ｂm+1 Ｇm+1 Ｒm+1 Ｂm Ｇm Ｒm 
ＡＤ +7    +6     +5     +4     +3     +2           +1          +0 

・ＢＧＲ ＝ １ 時 
画素ｎ＋２             画素ｎ＋１           画素ｎ 

Ｇm+2 Ｂm+2 Ｒm+1 Ｇm+1 Ｂm+1 Ｒm Ｇm Ｂm 
ＡＤ +7    +6     +5     +4     +3     +2           +1          +0 

13) - ① - 2) ３２ビット／画素時 
３２ビット／画素時はＲＧＢ各１バイトに Dummy バイトが加わり、ダブルワード／画素の配列で
構成されます。ダミーバイトの内容は常に“０”となります。３２ビット／画素選択時は、転送
量は２４ﾋﾞｯﾄ時の４／３倍になりますが、アドレスの計算が簡潔になることや、ピクセル単位で
アクセスするコードのスピードが向上するメリットがあります。 

・ＢＧＲ ＝ ０ 時 
                       画素ｎ＋１                              画素ｎ 

DUMMY Ｂm+1 Ｇm+1 Ｒm+1 DUMMY Ｂm Ｇm Ｒm 
ＡＤ +7    +6     +5     +4     +3     +2           +1          +0 

・ＢＧＲ ＝ １ 時 
                       画素ｎ＋１                              画素ｎ 

DUMMY Ｒm+1 Ｇm+1 Ｂm+1 DUMMY Ｒm Ｇm Ｂm 
ＡＤ +7    +6     +5     +4     +3     +2           +1          +0 

14) アプリケーションプログラムの開発 
  本ボードは、ＰＣＩバス上で動作しますので、使用するＩ／ＯアドレスやインタラプトＮｏ．は本
体の起動時或いはシステム上のＯＳによって自動的に決定されます。 

 
ＰＣＩ識別情報 
   VENDER_ID＝0x5558 DEVICE_ID＝0x3301 
  SubsystemVendor_ID＝0x5558 Subsystem_ID=0x3301 

14) - ① Ｗｉｎｄｏｗｓ（98,ME,2000,XP,Vista）のアプリケーション開発 
  Ｗｉｎｄｏｗｓドライバー “ＣＴＤＶ３１．ＳＹＳ”は、ＣＴ－３３０１ボード１枚あたり５Ｍ
バイトの転送領域をシステムメモリ上(Non_Paged_Memory_Area)に確保します。画像のキャプチャは
常にこの領域を、OverWrite または Alternate（Storage_mode、ﾍﾟｰｼﾞ20参照）モードで使用します（４
－５Ｍバイトのエリアはビデオ信号が乱れた場合等のオーバーランの保護用で、転送バッファとして
は使用していません）。ドライバのサービスによってサポートされていないレジスタは、ドライバの
Ｉ／Ｏサービス（ＣＰＵのＩｎ／Ｏｕｔ命令に相当）で制御可能です（PCI ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀ内の
I/O ﾍﾞｰｽｱﾄﾞﾚｽを、０ｘ１４のｵﾌｾｯﾄを指定して CT_GetPCIConf ｻｰﾋﾞｽによって取得し 0xFFF0 でマスク
して取り出し使用します）。API 関数 CreateFile()で使用するデバイス名は、“￥￥．￥ＣＴＤＶ３
１ｘｘ”を指定してください（但し、“ｘｘ”は０－３１の１０進数で、複数枚のボードを識別しま
す）。 
 アプリケーション終了時は、連続取込み中の場合、必ず取込みを終了させてからアプリケーション
を終了させて下さい。 
 ドライバーの各サービスその他は、WINDOWS¥SRC ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ内の”ＤＲＩＶＥＲＳ．ＴＸＴ”を参照
して下さい。 
 付属のライブラリ（CT3301.DLL）は、ファイルへのセーブ・ロード、画像の表示（DirectX）、ボ
ードの制御関数等が利用できます。詳しくは、WINDOWS¥SRC ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ内の”ＰＲＯＧＲＡＭ．ＴＸＴ”
を参照して下さい。（ボードを制御する為に必ずしも CT3301.DLL は必要ありませんが、CreateFile()
や DeviceIOControl()等の API 関数を直接使用することなく制御できます。下記の SAMPL ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの
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ソースには、CT3301 ライブラリを使用した場合（sampl.c）と、API 関数のみで制御した場合
（sampl_ap.c）のソースコードが添付されています）。 
 
 下記のサンプルのソースコードが、￥WINDOWS￥SRC ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰに収められています（セットアップ
時にコピーされていませんので、付属ディスクからコピーしてご利用下さい）。 
   サンプルソース（SAMPL ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ) 
   ビデオモニター(VMONITR ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ) 
   ガンマ補正ソース（GAMMA ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ) 
上記プログラムをコンパイル、リンクし実行する為には、付属ディスク内の、下記のファイルをワー
クディレクトリーにコピーしてご使用下さい。 

“ＣＴ３３０１．ＤＬＬ”： 汎用ライブラリー（ｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ ，Windows 共通）  
“ＣＴ３３０１．ＬＩＢ”：“CT3301.DLL”のインポートライブラリー（￥WINDOWS           
                    ￥LIB ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ）。 
“ＣＴ３３０１．Ｈ”     ： 付属のライブラリ使用時のプロトタイプ宣言、各定義          
                     （￥WINDOWS￥src￥include ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ）。 

上記のＤＬＬ、及び、ライブラリーの使用方法及び、Developpers Studio、NMAKE を使用したｺﾝﾊﾟｲﾙ
方法も、ＰＲＯＧＲＡＭ．ＴＸＴ内に説明されています。 

14) - ② Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃのアプリケーション開発 
 Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃ用のアプリケーション開発も上記の”CT3301.DLL”のＩ／Ｆ関数を使用
します。用意されている関数は、ＶＢで直接制御できないボード上のレジスタや画像データをアクセ
スするためのプリミティブな関数のみです。使用方法の詳しい説明、及び必要な定数や関数の宣言
は、”PROGAM.TXT”（￥WINDOWS¥SRC 内）を参照ください。 

14) - ③ Ｌｉｎｕｘのアプリケーション開発 
 Ｌｉｎｕｘドライバー（ctdv31）及び、サンプルソース（sampl.c）が添付されています。本ドラ
イバーを使用する為には、ブートローダー（LILO,GRUB 等）にオプションを設定して、Ｌｉｎｕｘの
使用するメモリエリアを制限し、画像バッファをメモリの最高位アドレスに配置する必要があります。
使用方法等詳しくは、下記コマンドで”ctdv30.tgz”を解凍後、“driver.txt” （SHIFT_JIS ｺｰﾄﾞ）
を参照下さい（参照できない場合は、”nkf – e – O driver.txt”を実行して、EUC ｺｰﾄﾞ出力
の”nkf.out”を参照下さい）。 
 
 ｔａｒ ｘｆｖｚ ｃｔｄｖ３１．ｔｇｚ↓ 

 
ＬｉｎｕｘはオープンソースのＯＳである為、ＯＳに詳しい方やプログラミングに馴れた方にとっ
ては使い易く自由度の高い環境を提供するＯＳですが、そうでない方にとっては使い辛い側面を持
つＯＳです。添付のドライバーでは、ご使用の Linux の Kernel_Version と合わない場合、概ね再
コンパイルの必要があります。また、添付のドライバーのソースコードも将来のカーネルに対して
動作を保証するものではありませんので、場合によってはソースコードの改変も必要になります。
これらは、サポートの対象外とさせて頂きますので、ご自身の責任に於いて解決するご意思若しく
は自信のない方のご使用はお薦めできませんので、予めご了承下さい。 

14) - ④ ＤＯＳのアプリケーション開発 
 ＤＯＳのアプリケーションでは、物理アドレスで直接アクセスできますので、OverWrite または
Alternate モード以外にＴＩＬＩＮＧの機能（Storage_mode、ﾍﾟｰｼﾞ20参照）も利用できますが、画
像データのアクセスには、ＤＯＳ－ＥＸＴＥＮＤＥＲが必要です。従って、添付のプログラムは、Ｄ
ＯＳ－ＥＸＴＥＮＤＥＲがバンドルされているＷａｔｃｏｍ－Ｃ／Ｃ++を採用し、Ｗａｔｃｏｍ－Ｃ
／Ｃ++でコンパイルしたコードを添付しております。 
アプリケーション例として、下記のサンプルソースコードが添付されています（Ｗａｔｃｏｍ－Ｃ／
Ｃ++以外の他のコンパイラをご使用の場合は、若干のコードの変更が必要な場合があります）。 
 
 ディスクへのセーブプログラム（VSAVE.C） ： 
 画像を取込み、ディスクにその画像をセーブする例が収められています。実行形式は、¥DOS ﾃﾞｨ
ﾚｸﾄﾘｰに、ソースコードは、¥DOS¥SRC に収められています。WATCOM の説明は README.TXT がそのﾃﾞ
ｨﾚｸﾄﾘｰに有ります。  
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15) ＣＴ－３３０１（３）ｵﾌﾟｼｮﾝの取り付け 
  ＣＴ－３３０１（３）は、３．３Ｖ出力のインバー
ターです（右図）。マザーボード上に３．３Ｖの供給
のないＰＣでも本オプションを装着することで、動作
可能になります。本オプションの取り付けは、接続を
確実にする為にハンダ付け仕様になっています。取り
付けの際は、ボードの裏面に取り付け、４つのコーナ
ーの接続孔をメインボード上のパターン及び印刷に合わせて、ハンダを流し込んで接続してください。 
（メインボードと同時にご発注時頂いた場合は装着済みで出荷） 

16) 仕様 

16) - ① 入力ビデオ信号 
ＮＴＳＣ １．０Ｖｐ－ｐコンポジット信号（ＶＢＳ）／ＲＣＡピン 
Ｓ端子ビデオ信号（Ｙ／Ｃ）／４ｐｉｎＤＩＮ 

16) - ② 入力ルックアップテーブル 
２５６ ｘ ２５６ ｘ ３ 

16) - ③ 量子化精度 
ＲＧＢ各８ビット（１６７７万色） 

16) - ④ 画素構成 
６４０Ｈ×５１２Ｖ Max 

16) - ⑤ 画像の取込 
●取込可能な画像モード 
２：１インターレース信号（１／３０） 
・セパレートモード 

    フィールド別にまとめて画像を取込（転送）。奇偶各フィールド単独取込も可。 
  ・ミックスモード 
    奇偶フィールドに分けず、プログレッシブのイメージに構成されるように取込（転送）。 
●取込方法 
  １回又は連続の取込を、プログラム又は EXT TRIG 入力信号の指令によって行います。 

16) - ⑥  画素のアスペクト比 
水平：垂直 ＝ １：１ 

16) - ⑦ トリガ信号入出力 
●入力 ・・・ オープンコレクター、接点、又は、負論理ＴＴＬ論理レベル信号（最大定格１０Ｖ）。

パルス幅０．１５μｓ以上。 
●出力 ・・・ プログラム、ＶＤ、ＯＤＤ／ＥＶＥＮ、書き込み中の内一つを選択（０－５Ｖ、負論

理）。 
●コネクター型式（ケーブル側） ･････ ＡＭＰ１７２１４２－２（ﾛｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ型）又はＡＭＰ１７１

８２２－２ 

16) - ⑧ バス形式 
３３MHzＰＣＩバス・マスター 

16) - ⑨ 最大転送速度 
１３２Ｍバイト／ｓｅｃ 

16) - ⑩ 消費電流（Ｍａｘ） 
３．３Ｖ：０．１０Ａ，５Ｖ：０．１５Ａ，１２Ｖ：０．０３Ａ，－１２Ｖ：０．０１Ａ 

 

  

３．３V出力 ＧND

GND ５V入力
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17) 困った時 ・ トラブルシューティング 
 症状 原因・対策  
 1.ボードが認識されない。 ◎ 電源が完全にＯＦＦから立ち上がっていますか？ （Wakeup On

 LAN 等の機能を持つマシンでは電源プラグを抜かない限り、常
にマシンの一部が通電されています。この為、拡張スロットに
もその電圧が漏れている場合があります）。本ボードは電源の
立ち上がりを検出してｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝを行いますので、拡張スロ
ットの電源電圧が完全に落ちていないとボードがｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ
されません。この場合漏れ電圧が０．５V以下になるよう対策下
さい（3.3V、5V 共）。 

◎ 本ボードはマザーボード上に５Ｖと３．３Ｖの供給が必要で
す。マザーボード上に３．３Ｖが供給されていない場合ボード
が認識されません。３．３Ｖの供給が不可能な場合はボード上
にインバータ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)を搭載できます。詳しくは、15)項(ﾍﾟｰｼﾞ
24)を参照ください。 

 

 2.画像が画面の途中からずれ
る。 

◎ ボード上のＦＩＦＯがＯＦエラー(ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰｴﾗｰ) を起こしてい
ます。ご使用のマシンの転送能力が不足していることが考えら
れますので、より性能の良いマシンに換えてみてください。ま
た、不要な拡張ボードをスロットから外すことで改善する場合
もあります（他のマスター側のボードが存在するとそのボード
を使用していなくても、１枚当りの転送持続時間の割り当て--L
atency Timer--が少なくなります）。 

 

 3. ボードの制御が不能にな
った。 
 

◎ 通常の使用では起こり得ませんが、電源異常等で、ＰＣＩコン
フィギュレーションレジスターの値が消失した場合などに起こ
ります。このような場合、ボードの制御データも失われている
可能性が有りますので、一旦、パソコンの電源をＯＦＦにして、
１０秒以上待ってから、再度、電源を投入して下さい（リセッ
トＳＷの投入では、ＰＣＩコンフィギュレーションレジスター
の再セットやボード上のフリップフロップはリセットされます
が、制御データはＲＯＭからロードされません）。 

 

 

 4. パソコンが立ち上がらな
い。 

◎ 本ボードを装着する事によって、パソコンが立ち上がらなくな
った場合、本ボードの故障か、以下の原因が考えられます。本
ボード上のＦＰＧＡのコンフィギュレーション中（電源投入後
約１００ｍｓ）にアクセスが行われると、アクセス出来ません
のでハングアップします。通常はシステム側で、このような対
策が為されていますが、これが原因の場合、ＣＰＵのＰＯＷＥ
Ｒ ＯＮ ＲＥＳＥＴを遅らせるか、リセットＳＷを投入する
事で、回避出来ます。 

 

 5．UNDER_WRIT(D0)ビットが、
 ”1”のままで”0”に戻らな
い。 

◎ TRSE（転送ﾚｼﾞｽﾀｰ３の D31）が“０”の状態で、取込スタートを
指令した時、UNDER_WRIT ﾋﾞｯﾄは“１”になりますが、転送がス
タートしませんので、UNDER_WRIT は“０”に戻りません。 
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SUPPORT CHART  

 サイバーテック（株） 
             アフターサービス係 行  

 ＴＥＬ：（０６）６３７２－５５５８  ＦＡＸ：（０６）６３７２－５７１２ 

 ※ＮＯ．  
 

E-mail: support@cybertek.jp      年     月     日  
  フ リ ガ ナ 

 会 社 名  
  フ リ ガ ナ 
 お 名 前  

ＴＥＬ：  （    ） 
 

ＦＡＸ：    （     ） 

 
 

 ご 住 所 〒□□□－□□□□ 
 
 

 
 
 

 E-mail(ご希望の場合)：  

  商 品 名      CT-3301 
シリアルＮＯ．  

 パソコンの機種 メモリーサイズ  

 ＯＳ・バージョン  

 トラブル時のディスプレイに表示されたメッセージ 
 
 

 
 

 トラブルの内容 （なるべく具体的に詳しくお書き下さい） 
 

 

 
 

 

 
  

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  
 

 

   ※のマークは弊社使用、本紙はＦＡＸや封書でのお問い合わせ時にご利用下さい。 


